
              

                         

   

 

 

       

    

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

        

○○ナビが大流行
は や

りです。確かに便利です。指示通りにすれば行きたい所、見たい

物、ほしい物の所にちゃんと案内してくれます。手間も省けるし、迷わずに済みます。 

人生を導くナビがあったらどうでしょう。指示通りに生きて行けば最高に幸せな人

生を送れます、とか。それって便利なようで、何だかこわいですね。多分、あまり流

行らないでしょう。自分の人生を自分以外の誰かの価値観や人生観で生きて行くなん

て誰も望まないでしょうから。自分の人生は自分のもの。自分で納得の行くように生

きたい。みな、そう思っているのではないでしょうか。 

自分で納得の行くような人生を生きるとしても、なかなか思うようには行きそうに

ありません。望まないこと、想定外のことが起きて来ますし、当てが外れること、裏

切られることもあるでしょう。自分の未熟さや力不足を痛感させられるかもしれませ

ん。第一、何を目指したら良いか、どう生きたら良いか、実のところよくわからない

ということに気づかされるかもしれません。確かな人生の地図があると良いですね。 

イエス・キリストは「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです」と言われ

ました。修行の結果、悟りを開いたのではありません。この世界には時代を貫いて変

らない真理、人が生きるべき道、人を真に生かすいのちがあることを身をもって示す

ために、目に見えない神のもとからこの世界に来られたのです。聖書に記されたイエ

ス・キリストの生涯を見るとき、私たちは、変わらない愛で今も私たちを導く生ける

神のもとに導かれるのです。 

「わたしが道であり、真理であり、

いのちなのです。」 

（イエス・キリストのことば） 

聖 書 

ヨハネの福音書 14 章６節 

みらい平キリスト教会はあなたのおいでを 

心からお待ちしています。 

  

  

 

今月のことば  

 ２０１２年 11月 

確かな人生の地図をお持ちですか？ 


